
1 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

－目次－ 

 

I こどもエコクラブが目指すもの    p.2 

ＩＩ 自治体におけるこどもエコクラブの活用   p.2 

III 地域事務局としてご協力いただきたいこと  p.4 

IV こどもエコクラブの運営体制   p.7 

V こどもエコクラブ事業のしくみ   p.9 

地球のワクワク！発見しよう 

こどもエコクラブとは？ 

こどもエコクラブは、幼児（3 歳）から高校生までなら誰でも参加できる

環境活動のクラブです。子どもたちのエコ活動や環境学習を支援する

ことで、身近な自然を大切に思う心と、問題解決のために自ら考えて

行動する力を育みます。そうした体験を通して、子どもたちが人と環境

の関わりについて理解を深め、地域単位で環境保全活動の環が広が

ることを目的としています。 

 

こどもエコクラブは、事業開始から 22 年目を迎えました。大人になった

かつての子どもたちが、こどもエコクラブの活動を通して培った力を地域

の環境保全やまちづくりに発揮しはじめている中、私たち全国事務局

も、子どもたちに負けない活動を展開してまいります。 

なにとぞお力添えのほど、お願い申し上げます。 

持続可能な地域社会へのプラットフォームとして、 

環境学習・環境保全活動を通じて、子どもの 

「未来を創る力」を育てます。 
地域において環境に関心を持つ人を増やし、 

環境保全を促進します。 

後援：環境省 

平成 29年度 

 

事業実施要領 
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I こどもエコクラブが目指すもの 

 

こどもエコクラブは、幼児から高校生までなら誰でも参加できる環境活動のクラブです。子どもたちのエコ活動

や環境学習を支援することで、身近な自然を大切に思う心と、問題解決のために自ら考えて行動する力を育み

ます。また、子どもたちが人と環境の関わりについて理解を深めることで、地域に根ざした環境保全活動の環が

広がることを目的としています。 

 

3つの指針 

(1)「ワクワク！」を応援します。 

自然への興味関心をきっかけに、子どもたちの感性と知的好奇心を育みます。自然を理解し守ることが、人間

の生活だけでなく地球の未来にとっても必要なことを、感覚を通して学びます。 

(2)「生きる力」を育みます 

自然環境やエコ活動で感じた疑問や課題に対して、自ら考え、判断し、行動する力を育みます。同時に、仲間

たちと一緒に学び、体験を共有することで、人を思いやる豊かな感受性を培います。 

(3)「地域を想う心」を育てます 

地域をはじめとする身近な自然を大切に想う心を育てます。観察やエコ活動を通して自然環境に触れ、それ

を支える人々や地域文化を理解することで、自分の住むまちを愛し、主体的に守ろうとする心を養います。 

 

II 自治体におけるこどもエコクラブの活用 
 

「こどもエコクラブ」事業は、自治体における環境施策の推進に役立ちます。こどもエコクラブ事業を取り入れ、

クラブが増えることで、地域における環境施策の好循環が生まれていきます。 

具体的には、 

・地域の子どもたちへの環境学習・体験活動の機会を提供できる 

・地域の子どもたちの環境活動への関心度や活動内容を把握できる 

・環境に関心の深いキーパーソン（クラブのサポーター）とのネットワークが構築・活用できる 

・環境教育事業の実績および協働取組事例として公開できる 

・環境教育・環境保全事業を効果的に展開できる 

・地域住民への環境施策としてアピールできる 

等の効果が期待できます。 

 

1. 全国事務局からの関連情報提供 

地域事務局としてご登録いただいた自治体には、全国事務局より関連情報等を提供いたします。 

・管下のクラブ情報の提供  ⇒ 登録数・連絡先（代表サポーター名・住所・TEL等）・活動レポート等 

・教材等の提供 （年度初めに参考として 1部送付） 

【自治体ご担当者の声】     （こどもエコクラブ HP「リアルヴォイス」より抜粋） 

■こどもエコクラブは、人と環境の関わりについて理解を深めるだけでなく、人と人、人と地域を結ぶ重要な役割を持ってい

ると実感しています。 

■環境について子どものときから関心をもってもらうということはこれから大切になってくるのかなと思います。こどもエコクラブ

はその機会を提供してくれるしくみですから、できるだけ多くの子どもたちが活動に参加していくよう支援していくことがコー

ディネーターの仕事だと思いますので、努力していきたいと考えています。 

■クラブからの活動報告を見ていると子どもたちのパワフルさや楽しさが伝わってきて、こちらもその楽しさや気持ちを共有し

ているような感じがするときがあります。 
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・メールインフォメーション(下記)による情報提供・自治体イベントの情報掲載（希望により掲載） 

・広報ツールの貸し出し・提供⇒壁新聞・絵日記、着ぐるみ・旗、ポスター・パンフレット、など（資料 2参照） 

・キャラクター（エコまる）使用  （資料 3参照） 

・自治体名をこどもエコクラブウェブサイト上に掲載  など 

 

◆コーディネーター・メールインフォメーション 

地域事務局を対象に、登録クラブの情報をはじめ、全国のイベント情報・環境教育に関する情報や他自治

体の事例紹介、連携事例等を、全国事務局からメールにて適宜配信いたします。 

【登録方法】下記アドレスまで、タイトルを「こどもエコクラブメールインフォ登録」とし、本文に自治体名を明

記の上、メール送信してください。j-ecoclub@eic.or.jp 

※複数のアドレスに送信を希望する際には、複数のアドレスをご記載ください。 

 

2. こどもエコクラブの施策への活用例 

こどもエコクラブは、多くの自治体において地域における環境教育推進施策として活用されています。 

（平成 28年度の活用の一例） 

交流会の実施（単独イベントまたは環境イベン

ト内の一プログラムとして） 

岩手県、栃木県、千葉県、静岡県、三重県、滋賀県、岡山県、鳥取

県、福岡県、北海道札幌市、福島県郡山市、兵庫県神戸市 

活動発表会の実施（他団体との連携含む） 群馬県、埼玉県、岡山県、愛知県豊田市、滋賀県草津市 

体験プログラムの実施（子どもたちに対す

る環境資源・施設・施策等のアピール） 

岩手県、静岡県、福岡県、熊本県八代市 

連絡会の結成（クラブ支援者である大人と

の情報共有） 

群馬県、静岡県富士市 

クラブの結成（自治体においてクラブを結

成、メンバーを募集し環境活動を実施） 

埼玉県坂戸市、東京都中央区・杉並区・調布市・立川市、神奈川県相模

原市、滋賀県大津市・多賀町、鳥取県米子市 

活動レポート集の作成 岩手県、秋田県、茨城県、栃木県、千葉県、三重県、鹿児島県、北

海道函館市、埼玉県越谷市 

壁新聞顕彰・発表会 栃木県、滋賀県、熊本県、兵庫県神戸市 

ニュースレターの作成 岩手県、群馬県、千葉県、新潟県、鹿児島県、福岡県春日市 

環境に関する情報提供 広島県、鹿児島県、大分県別府市 

活動助成金の提供（地元企業等との連携

含む） 

埼玉県、滋賀県、鳥取県、佐賀県  

活動支援グッズの提供（バンダナ・帽子な

どのオリジナルグッズや壁新聞制作用の

模造紙等） 

秋田県、福岡県、長崎県、熊本県、大分県、鹿児島県、新潟県長

岡市 

 

その他多くの自治体において、さまざまな取組をおこなっています。 
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III 地域事務局としてご協力いただきたいこと 

 
本事業をご理解いただき、地域事務局としてご登録いただいた自治体におかれましては、下記の事項につい

てご協力をお願いいたします。前年度に地域事務局としてご登録をいただきました自治体は継続登録とさせてい

ただき、年度ごとのご登録は必要ありません。ご担当者やご協力内容の変更等がありましたら、様式 1にてお知

らせください。ご登録を抹消したい場合には、全国事務局あてに文書にてご通知ください。 

 

1． 都道府県 ： 都道府県事務局と称します 

 必ず行っていただきたいこと 可能な範囲でご協力いただきたいこと 

(1)事業全般  管下市区町村への地域事務局登録の呼びか
け 

 環境教育等促進法に基づく協働取組として事
業を位置づけ 

 地方自治体の環境教育施策の中に位置づけ
（環境基本計画、環境教育等促進法に基づく

行動計画等） 

 全国事務局に対し協働事業の提案 

(2)広報  ポスター、パンフレット等を施設・団体に掲出・
配布及び登録の呼びかけ 

 イメージキャラクター「エコまる」の積極的な露
出・活用 

 ウェブサイトの相互リンク 

 独自の媒体(広報紙、ウェブサイト、SNS等)、イ

ベント等を活用して広報 

 メディア等と連携して広報 

(3)資金調達・

資金提供 

 地元企業・団体等への支援の呼びかけ  地域活動に必要な予算措置、資金調達等 

 クラブの活動に対して資金的支援（助成金等） 
(4)登録  (市区町村事務局がない場合)個別クラブの登

録用紙を受け付け、全国事務局に送付 

 

(5)情報提供  メール・郵送にて所管エリア内のクラブに環境
教育関連の情報提供（地域の環境イベント、コ

ンクール等） 

 独自のニュースレター発行 

(6)活動報告  （市区町村事務局がない場合）クラブから諸様
式によって提出された活動報告に対して「ア

ーススタンプ」を押印して返却 

 全国事務局に活動報告を送信 

 全国事務局から届く管下クラブの活動報告連
絡を受け、ウェブサイトで活動の様子を確認 

 活動を報告したクラブとのコミュニケーション
(褒める、励ます) 

(7)継続イン

センティブ 

 継続の呼びかけ  地域版の事業実施報告書/活動レポート集作

成・配布 

 地域独自のグッズ作成・配布 

(8)顕彰  壁新聞・絵日記の作成を呼びかけ 

 壁新聞・絵日記を集約（選考）し、全国事務局
に送付 

 独自の顕彰制度創設 

(9)交流会等   独自の交流会・イベント開催 

 全国事務局と連携・協力して交流会・イベント
の企画・運営（全国事務局にご相談ください） 

 全国フェスティバルへの参加 
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(10)サポータ

ー研修会 

  全国事務局、市区町村等と連携・協力してサポ
ーター研修会を開催（全国事務局にご相談くだ

さい） 

 

2． 市区町村 ： 市区町村事務局と称します 

 必ず行っていただきたいこと 可能な範囲でご協力いただきたいこと 

(1)事業全般   環境教育等促進法に基づく協働取組として事
業を位置づけ 

 地方自治体の環境教育施策の中に位置づけ
（環境基本計画、環境教育等促進法に基づく

行動計画等） 

 全国事務局に対し協働事業の提案 

(2)広報  ポスター、パンフレット等を施設・団体に掲出・
配布及び登録の呼びかけ 

 イメージキャラクター「エコまる」の積極的な露
出・活用 

 ウェブサイトの相互リンク 

 独自の媒体(広報紙、ウェブサイト、SNS等)、イ

ベント等を活用して広報 

 メディア等と連携して広報 

(3)資金調達・

資金提供 

 地元企業・団体等への支援の呼びかけ  地域活動に必要な予算措置、資金調達等 

 クラブの活動に対して資金的支援（助成金等） 
(4)登録  個別クラブの登録用紙を受け付け、全国事務

局に送付 

 クラブ設立及び設立の支援 

(5)ツール  
 全国事務局からツールを受け取り、クラブへ送

付 

(6)情報提供  メール・郵送にて所管エリア内のクラブに環境
教育関連の情報提供（地域の環境イベント、コ

ンクール等） 

 独自のニュースレター発行 

(7)活動報告  クラブから諸様式によって提出された活動報
告に対して「アーススタンプ」を押印して返却 

 都道府県事務局に活動報告を送信 

 全国事務局から届く管下クラブの活動報告連
絡を受け、ウェブサイトで活動の様子を確認 

 活動を報告したクラブとのコミュニケーション
(褒める、励ます) 

(8)継続イン

センティブ 

 継続の呼びかけ  地域版の事業実施報告書/活動レポート集作

成・配布 

 地域独自のグッズ作成・配布 

(9)顕彰  壁新聞・絵日記の作成を呼びかけ 

 壁新聞・絵日記を集約（選考）し、都道府県事
務局に送付 

 独自の顕彰制度創設 

(10)交流会等   独自の交流会・イベント開催 

 全国事務局、都道府県と連携・協力して交流
会・イベントの企画・運営（全国事務局にご相

談ください） 

 全国フェスティバルへの参加 

(11)サポータ

ー研修会 

  全国事務局、都道府県等と連携・協力してサポ
ーター研修会を開催（全国事務局にご相談くだ

さい） 
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・交流会の実施 

・連絡会の結成 

 

 

・活動レポート集の作成 

・ニュースレターの作成 

・活動発表会の実施 

・壁新聞・絵日記顕彰・発表会 

 

・こどもエコクラブの広報・募集 

・体験プログラムの実施 

・クラブの結成 

・イベント案内の送付 

・活動助成金・支援物品の提供 

【全国事務局提供のメニュー】 【地域事務局提供のメニュー例】 

〈事業の指針と実施内容の関連図〉 

①自然への感性と知的好奇心を培う 

②「生きる力」を育む 

③「地域を想う心」を育てる 

 

・地域交流会への協力 

・全国フェスティバル 

・壁新聞に対する有識者からの 

・コメント 

STEP3交流・ステップアップ 

同じ思いの仲間をつなげ、 

地域とつながる機会を提供します。 

STEP2環境活動・学習の活性化 

個々のクラブの活動紹介のほか、 

発表・表彰の機会を設けます。 

STEP1環境活動・学習のきっかけづくり 

個人やグループが環境活動・学習に 

取り組むきっかけをつくります。 

 

・クラブの活動レポートの掲載 

・活動レポートに対する有識者 

・からのメッセージ 

・壁新聞・絵日記の募集 

・こどもエコクラブの募集・広報 

・ツール・プログラムの提供 

・環境活動・学習に役立つ情 

・報の提供 

・広報ツール等の貸し出し 

 

地域事務局によるご協力の具体的なメニューを、こどもエコクラブ事業の指針に関連付けて整理すると、以下の

ようになります。 

皆様方と手を携えて子どもたちの環境活動をサポートしてまいりたいと考えております。 

子どもたちの環境活動がより活発になるよう、ご支援・ご協力いただきますようお願いいたします。 

 

【こどもエコクラブ事業の指針】 
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IV こどもエコクラブの運営体制 
 

本事業にご賛同いただき、こどもエコクラブ地域事務局として登録された各都道府県及び市区町村のご担

当者を「コーディネーター」と称します。コーディネーターは、全国事務局と情報を共有し、クラブ情報等を適

切に管理します。 

なお、本事業は「環境教育等による環境保全の取組の促進に関する法律」に基づいた「公益財団法人日本

環境協会」（全国事務局）、「地方自治体」（地域事務局）、「企業・団体」（事業支援）との産官民による協働

取組として位置付けられ、環境省の後援のもと実施されています。また日本環境協会は、同法に基づく環

境教育支援団体の指定を受けています。 

 

（１）こどもエコクラブ全国事務局の役割 

公益財団法人日本環境協会内に「こどもエコクラブ全国事務局」を置き、同事務局において、各クラブの登

録管理、活動プログラム等の企画・提供、各種交流等、下記の業務を行います。 

 

① クラブの登録受付および情報管理 

② 教材等の作成、クラブへの送付 

③ こどもエコクラブウェブサイト・SNSの運営 

④ 活動レポートの受付、有識者からのコメントの送付、アーススタンプの付与 

⑤ 広報ツールの貸し出し等、その他クラブの活動支援に係る業務 （資料 2参照） 

⑥ クラブの活動を発表する機会の提供 

⑦ 本事業運営にかかる資金調達のための協賛企業・団体への依頼・対応等 

⑧ その他、子どもたちへの活動支援となる業務 

なお、適正な事業運営を図るため、「アドバイザリー・ボード」および「推進委員会」を置きます。 

 

（２）地域事務局の役割 

全国事務局と連携しつつ、事業の広報や地域のクラブへの支援にご協力をいただきます。具体的な協力

内容は、「Ⅲ 地域事務局としてご協力いただきたいこと」(P.4-5)のとおりです。 

 

（３）アドバイザリー・ボード 

アドバイザリー・ボードは、環境教育に関する有識者及び環境省・文部科学省、地方公共団体の環境教育

担当者等によって構成され、こどもエコクラブ事業の運営に関する指導・助言を行います。 

≪委員長：こども環境学会 理事 小澤 紀美子氏≫ 

 

（４）推進委員会 

推進委員会は、子どもの環境教育・環境活動に関わる企業担当者及び有識者、地方自治体の担当者等に

よって構成され、本事業の普及・促進戦略等について、協議・検討を行います。 

 

（５）All Japan Youth Eco-club 

こどもエコクラブのOB・OGを中心とした若い世代のネットワークです。メンバーの子どもたちと年齢が近く、

経験豊富な若い人材が、さまざまな形でクラブの活動を応援します。 
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〈こどもエコクラブ事業 運営体制〉 

 

 

 

 

 

 

ク ラ ブ 

 メンバー 

（子ども） 

サポーター 

（大人） 

参加 

（実線）  ：事務局としての必須協力業務 

（二重線）：クラブから事務局に送付された場合の対応業務 

（点線）  ：地域事務局としてのさらなるクラブ支援業務（自由選択） 

※管下クラブの登録・活動レポートの受付事務、情報提供、事業広報等、必須協力業務以外に、 

ツールの配付、地域版ニュースレター発行等、任意にクラブへのご支援をお願いいたします。 

 

こどもエコクラブ

対象層 

 

家庭 

 

幼稚園・保育所 

 

学校 

 

児童館・ 

放課後クラブ 

 

企業・団体  

 

教育委員会 

 

マスメディア 

・登録申請 

・活動レポート 

・ｱｰｽﾚﾝｼﾞｬｰ 

認定証の申請 等 

・情報提供 

・活動サポート 等 
・ツールの

配付 等 

 

・ｳｪﾌﾞｻｲﾄﾘﾝｸ

等の事業広報 

地域事務局 

 都道府県 市区町村 

サポート・連携 

 

 

・ﾂｰﾙ等提供、

配付 

・活動レポート

ｺﾒﾝﾄの送付 

・ｱｰｽｽﾀﾝﾌﾟの

付与 

・ｱｰｽﾚﾝｼﾞｬｰ

認定証の送

付 

・情報提供 等 
・管下クラブ情報の送付 

・メールマガジン、 

その他情報提供 等 

・登録・活動レポ

ート 

等の転送等 

・活動のサポート 

・情報提供・運営 

こどもエコクラブ 

全国事務局 

・事業広報 All Japan Youth 

Eco-club 

こどもエコクラブ 

応援団・壁新聞道場師範 

・コメント、助言 

アドバイザリー・ボード 
（有識者・自治体・ 

文部科学省・環境省） 

推進委員会 
（企業・有識者・自治体） 

普及 

促進戦略 

 

 

指導・助言 

 

 パートナー/寄附者 
（企業・団体・個人） 

協賛・寄附 
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V こどもエコクラブ事業のしくみ 
 

１ 事業の目的 

こどもエコクラブは、幼児（3 歳）から高校生までなら誰でも参加できる環境活動のクラブです。子どもたちのエ

コ活動や環境学習を支援することで、身近な自然を大切に思う心と、問題解決のために自ら考えて行動する力を

育みます。また、子どもたちが人と環境の関わりについて理解を深めることで、地域に根ざした環境保全活動の

環が広がることを目的としています。 

 

２ 基本の活動 

（１）各クラブの自主的な活動（「エコロジカルあくしょん」といいます。） 

それぞれのクラブのメンバー（子ども）の興味・関心に基づき、自らの活動内容（地球温暖化防止に関する

活動、水生生物調査、自然観察、リサイクル活動等）を決めて自主的に取り組む活動です。 

 

（２）全国のクラブの共通的活動（「エコロジカルとれーにんぐ」といいます。） 

全国事務局がウェブサイト等を通じて提供している誰でも簡単に取り組める共通的学習活動です。※必須

ではありません 

 

（３）指導者向けプログラム（「エコスタディ」といいます。） 

コーディネーター・サポーターに対して、誰でも簡単に子どもたちと環境教育・環境学習が行えるプログラム

をウェブサイト上で提供しています。自由にご活用ください。 

 

（４）活動レポート 

クラブは、上記（１）（２）で掲げた活動の報告を少なくとも年１回、全国事務局まで提出してください。なお、

報告は各クラブ（サポーター）がウェブサイト上の所定の「活動レポートフォーム」からの入力が便利です。1

つの活動レポートにつきアーススタンプ（後述４ （７））が１つ付与されます。また、クラブの活動レポートは、

全国事務局より当該自治体のコーディネーターにも共有されます。 

※所定の用紙（ウェブサイトよりダウンロードできます）を印刷してご記入いただいても構いません。 

※クラブより自治体宛に活動レポートが届いた場合には、随時全国事務局に転送していただきますようお

願い申し上げます。 

 

３ クラブの登録等 

（１）クラブの構成 

幼児（3 歳）から高校生までの子ども(メンバー)1 名以上と、活動を支える大人(サポーター)でクラブをつくり

登録します（登録料や会費は無料）。家族や地域、幼稚園・保育所、学校（クラス、学年、全校など）、児童

館・放課後クラブの仲間、企業・団体など、自由な形態で登録することができます。 

 

（２）クラブの名称 

それぞれのクラブは、自由に名称を付けることができます。 

 

（３）サポーター 

各クラブには、それぞれのクラブの活動を支援する「サポーター」（大人、各クラブ１人以上）が必要です。

（なお、高校生や大学生もサポーターとして登録できますが、代表サポーターは成人の方に限ります。）  
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【メンバーズバッジ】 

（イメージ） 

子どもたちの活動へのアドバイス、仲間づくりの手助け、地域事務局や全国事務局等との連絡など、必要

に応じて支援を行う役割を担います。 

 

（４）クラブの登録 

登録は年間を通じいつでも行うことができます。参加を希望するクラブは、ウェブサイト上の「登録フォー

ム」あるいは所定の「登録用紙」にて、次の必要事項を全国事務局に登録します。なお、全国事務局はクラ

ブの登録情報を、環境保全行政推進の目的に使用する場合に限り地域事務局に提供します。同時に、全

国事務局及び地域事務局は、登録クラブ情報を厳重に管理します。 

 

（５）クラブ登録情報の変更 

  以下の登録情報に変更があった場合には、所定の「変更・解散届」（ウェブサイトからダウンロード可能）に

必要事項を記入して、全国事務局に届け出るものとします。 

① クラブの名称 

② メンバー・サポーターの人数と内訳 

③ 代表サポーターの氏名・連絡先 

④ 支援ツール（４にて後述）の希望の有無 

⑤ その他こどもエコクラブ全国事務局が必要と認める事項 

 

（６）クラブの継続 

年度を越えて登録を継続するクラブは、年度当初に「継続届」(ウェブサイトからダウンロード可能)を提出し

てください。 

 

（７）クラブの解散 

  クラブを解散する場合には、所定の「変更・解散届」（ウェブサイトからダウンロード可能）に必要事項を記入

して全国事務局に送信してください。 

 

※クラブから地域事務局宛に(４)～（７）の届出があった場合には、随時全国事務局に転送してくださるよう

お願いいたします。 

 

（８）活動時の賠償責任 

登録したメンバー及びサポーターは、こどもエコクラブの活動中に、メンバーまたはサポーターの過失によ

って、第三者に損害を与え、法律上の賠償責任を負った場合を対象とした賠償責任保険 （資料 1 参照）に、

全国事務局が保険料を負担し自動的に加入します。※加入日は、全国事務局あるいは地域事務局がクラ

ブから登録用紙を受理した日（早い日付有効）となります。 

 

４ 支援ツール等 

登録したメンバーや代表サポーターには、次のような支援を行います。 

 

（１）メンバーズバッジ(無料) 

「メンバーズバッジ」を、希望するメンバー全員に無償で提供します。活動の動機づけや、 

メンバーの仲間意識を高めるときに役立ちます。 
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【アーススタンプ】 

 

（２）メンバー手帳（実費頒布） 

こどもエコクラブとしての活動を子ども自身が記録し、

やる気と継続性を生み出す助けとなる手帳を購入す

ることができます（送料込 1部 100円）。  

手帳を活用することで、課題の発見→計画→実践→ 

ふりかえりというサイクルを促進し、活動のステップ 

アップにつなげます。活動レポートにより付与される 

アーススタンプ（４－（７）参照）を集めるシートとして 

も活用できます。 

 

（３）ぼくの／わたしのエコカード(無料) 

子どもたちに身につけてもらいたいエコな習慣や行動

を紹介したカードを、希望する未就学児のメンバーに

送付します。行動できたら色を塗っていくことで、楽し

みながら環境に配慮した行動を実践することができま

す。ウェブサイトからもダウンロードできます。 

 

（４）応援マニュアル(2冊目から実費頒布) 

活動のヒントや心得、こどもエコクラブの理念などを記

載したサポーター必携の冊子です。新規登録クラブの

代表サポーターに 1 部お送りします（追加の場合は実

費(送料込 1部 100円)でご購入いただけます）。ウェブ

サイトからもダウンロードできます。 

 

（５）JECプレス 

クラブの興味・関心に沿った活動のヒントやプログラムが満載の「JEC プレス」を、代表サポーター宛にメー

ルで配信します。 

 

（６）クラブの活動レポートに対するコメント 

クラブから全国事務局ウェブサイトを通じて提出された活動レポートや応募のあった壁新聞に対し、活動の

発展・充実に役立つ有識者（環境カウンセラー等）からのコメントを、ウェブ上に掲載します。 

 

（７）アーススタンプ 

活動レポートをしたクラブに対し、１回の報告につき１つの「アーススタンプ」を付与

します。活動レポートに対して全国事務局からメール送信するスタンプを各クラブに

てダウンロードし、サポーターが各メンバーにコピーして配布してください。 

※ウェブ環境がなく、紙で提出された活動レポートに対しては、全国事務局よりスタ

ンプをクラブに送付いたします。また、地域事務局に活動レポートが届いた際には、

「アーススタンプ」の付与をお願いいたします。 

 

【メンバー手帳】 

【ぼくの／わたしのエコカード】 

【応援マニュアル】 
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【金バッジ・銀バッジ】 

【こどもエコクラブウェブサイト】 

（８）アースレンジャー認定証 

5 個以上のアーススタンプを集めたクラブには「アースレンジャー認定

証」をお送りします。希望するクラブは、所定の「申請用紙」（ウェブサイト

でダウンロード可能）に必要事項を記入の上、全国事

務局に申請を行います。また、３年間活動して「アース

レンジャー認定証」を取得すると銀バッジを、６年間活

動すると金バッジをお送りします。 

 

（９）こどもエコクラブウェブサイト （http://www.j-ecoclub.jp/） 

全国のこどもエコクラブの活動を紹介する「活動レポート～みんなの

エコロジカルあくしょん～」の他、クラブの活動に役立つ情報やイベン

ト案内、企業・団体からの情報を随時掲載いたします。 

★主なコンテンツ 

①お知らせ…各地域事務局や全国事務局が開催するイベント等の情

報、クラブが申請できる助成金の情報などを掲載します。掲載を希望

する環境イベント等がございましたら、ぜひ情報をお寄せください。 

②壁新聞道場…全国から届いた壁新聞に対して、師範（有識者）から

の「ゴシドウ」（コメント）を掲載します。 

③リアルヴォイス…活動の参考になるような実践例のほか、特に熱心

に活動しているクラブを採りあげた「リアル・ヴォイス☆Premium」を掲

載します。 

④ユース TOPICS…All Japan Youth Eco-club（こどもエコクラブ OB・

OG）の活動を掲載します。 

⑤Let’s チャレンジ…クラブや学校で取り組むことができるプログラ

ム、こどもエコクラブに協賛いただいている企業・団体が提供する「アシ 

ストプログラム」を紹介しています。 

 

（10）サポーターメールインフォメーション 

全国のイベント情報・環境教育に関する情報や他クラブの事例紹介等を、配信を希望するサポーターに対

して全国事務局から電子メールで配信いたします(月 2回程度)。 

 

５ こどもエコクラブ メインアクティビティ 

（１）全国・地域交流会の開催 

全国で展開されているこどもエコクラブのさまざまな活動を紹介し、子どもたちの交流・学習の場として「全

国フェスティバル」を開催します（3 月頃を予定）。また、地域事務局等の主催により全国各地で「交流会」

（予定：岩手、群馬、埼玉、千葉、三重、滋賀、岡山など）が行われます。 

 

（２）「全国エコ活コンクール」壁新聞・絵日記の募集 （10月頃募集開始、1月締切） 

日頃の活動をまとめた「壁新聞」「絵日記」を、以下①～③を目的に募集します。 

① 子どもたちが日頃のエコ活動(エコロジカルあくしょん)をまとめることによって、活動を通して感じたこと

などをふりかえる機会や新しい気づきを得るきっかけとすること。 

① ② 

③ 

【アースレンジャー認定証】 

④ 

⑤ 

http://www.j-ecoclub.jp/
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② 子どもたちの創意・工夫にあふれる壁新聞や絵日記を顕彰したり、全国各地で展示したりすることによ

って、活動意欲の向上や心豊かな成長を育むとともに、地域を巻き込みながら環境活動の輪を広げて

いくこと。 

③子どもたちの活動に対して有識者からアドバイスを行い、活動の充実・発展を促進すること。 

【壁新聞部門】日頃の活動をまとめた壁新聞 ※クラブ単位で制作 

【絵日記部門】この 1年で一番印象に残った活動、みんなに一番伝えたい活動などを書いた絵日記 

※個人単位で制作 

 

（３） プロジェクトＤ 

全国の子どもたちが中心となって、

東日本大震災の被災地の緑のまち

づくりに取り組んでいます。被災地

周辺でとれたどんぐりを全国で育て、

それらを植え戻すことを通じ、被災

地を応援する気持ちを届け、復興の

支援及び地域の生態系に配慮した

緑化に貢献します。 

既にどんぐりを育てる方の募集は終

了しており、H29年度は被災地に苗木を植えるとともに、成長を助けるための草刈り等の活動を行う計画で

す。 

≪実施主体≫日本環境協会、国土緑化推進機構、日本植木協会 

≪ウェブサイト URL≫https://www.project-donguri.com/ 

 

（４） いきものみっけファーム 

子どもたちへの「食と農」を結びつけた体験

学習の提供等を通じ、豊かな自然とグリー

ンエコノミーからなる持続可能な社会の発

展・構築を目指します。地方自治体・大学・

地元企業等による産官学民の連携により、

それぞれの知識やノウハウを生かしながら、

子どもたちに体験プログラムを提供します。 

≪実施および準備地域≫長野県松本市、滋賀県、秋田県大仙市、長野県長野市、山梨県中央市 

 

 （５）活動フォトコンテスト 

クラブからの活動レポートを促進し、活動内容に合った情報・プログラムの

提供を行い、より充実した活動につなげることを目的に、ウェブサイトを活

用した活動フォトコンテストを開催し、表彰します。 

 

 

【活動フォトコンテスト】 
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６ こどもエコクラブ事業の運営費の調達等 

こどもエコクラブ事業は企業・団体や個人のみなさまからの会費・寄附により運営されています。趣旨に賛

同し、こどもエコクラブの活動がより活性化することを目的に個人や企業・団体から会費・寄附等を募ってい

ます。 

貴自治体におかれましても、寄附活動の周知、呼びかけ等にご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

① パートナーの募集 

企業・団体を対象にパートナー会員を募っています。また、子どもたちの活動が充実するようさまざまな

連携を図ります。 

② 寄附の募集 

     個人及び企業・団体等を対象に、様々な形での寄附を募っています(郵便振替・銀行振込、クレジットカー

ド、携帯電話料金とあわせてのご寄附など。詳しくはウェブサイトをご覧ください)。 

③ 書き損じハガキの募集 

年賀状や暑中見舞いなどで間違えたり余ったりしたハガキ（未投函）を募っています。 

④ 古本募金「きしゃぽん」 

不要になった本や DVD を換金して寄附していただく新しいタイプの募金活動です。チラシがございます

ので、広報にご協力いただける場合は全国事務局まで必要部数をお知らせください。 
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≪こどもエコクラブを応援してくださっている企業・団体≫ 

 

 アトリエはるか 

 アマノ 

 アライアンス 

 イオン 1%クラブ 

 イトーキ 

 エコスグループ 

 エコ・ファースト推進協議

会 

 SGホールディングスグ

ループ（佐川急便） 

 エフピコ 

 ELEHOUSE（エレハウス） 

 塩ビ工業・環境協会 

 王子ホールディングス 

 緒方不動産鑑定事務所 

 岡山東法人会 

 オフィス・エヌ 

 共立駐車場工事 

 共立理化学研究所 

 キリン 

 ケニス 

 コカ・コーラウエスト 

 島村楽器 

 シミズオクト 

 清水建設 

 住商フーズ 

 3R活動推進フォーラム 

 世界貿易センタービルデ

ィング 

 積水化学工業 

 全労済 

 総合ハウジングサービス 

 高杉製薬 

 高光産業 

 タカラトミー 

 鉄建建設 

 東京交通会館 

 東京国際フォーラム 

 東京建物 

 東京都民銀行 

 東京リサイクル 

 東芝 

 東洋ライス 

 東レ 

 トヨタ自動車 

 西久大運輸倉庫 

 西日本ビル代行 

 ニッポンハムグループ 

 日本印刷産業連合会・ 

グリーンプリンティング認

定事務局 

 日本容器包装リサイクル

協会 

 長谷工コーポレーション 

 林事務所 

 バンダイナムコホールデ

ィングス 

 富国運輸 

 フジメンテニール 

 ブリヂストン 

 プリプレス・センター 

 プロントコーポレーション 

 文化シヤッター 

 ミールケア 

 三井化学 

 三井住友海上火災保険 

 三井住友銀行 

 三井不動産 

 三菱地所 

 三菱地所設計 

 三菱地所ホーム 

 三菱地所リテールマネジ

メント 

 三菱地所レジデンス 

 三菱電機 

 ミヨ・コーポレーション 

 山田養蜂場  

 ライオン 

 リソー教育グループ 

 リッキーシステムソリュー

ション 

 龍角散 

 ロックペイント 

(2017年 2月現在)
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